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白
山
平
に
鎮
座

す
る
古
の
王

東
ひ

が

し

之の

宮
み

や

古こ

墳
ふ

ん

東之宮神社

　

東
之
宮
古
墳
は
、
標
高
１
４
５
メ
ー
ト
ル
の
白
山
平
山
頂
に
位
置
し
、
古
墳
時
代
前
期

（
3
世
紀
後
半
）
に
造
ら
れ
た
、
木
曽
川
中
流
域
で
は
最
古
・
最
大
の
前
方
後
方
墳
で
す
。

大
き
さ
は
墳
長
72
メ
ー
ト
ル
（
基
底
石
列
で
の
長
さ
は
68
メ
ー
ト
ル
）、
後
方
部
48
×
49

メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
高
さ
8
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
43
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
高
さ
6
メ
ー

ト
ル
で
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
之
宮
古
墳
と
は



　

現
在
は
山
頂
に
東
之
宮
神
社
が
あ
り
、
そ
の

背
後
の
高
ま
り
が
東
之
宮
古
墳
の
前
方
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
墳
丘
の
周
囲
に
は
幅
広

い
平
坦
面
が
あ
り
、
古
墳
造
営
時
に
山
頂
付
近

で
人
為
的
な
大
造
成
事
業
を
実
施
し
た
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘
は
全
て
人
口
の
盛
土

で
造
ら
れ
て
お
り
、そ
の
表
面
全
体
に
、チ
ャ
ー

ト
の
岩
石
や
河
原
石
が
葺
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年　
（
1
9
7
3
）
の
発
掘
調
査
に

よ
り
、
後
方
部
中
央
に
は
竪
穴
式
石
槨
（
長
さ

4.
9
3
メ
ー
ト
ル
、
幅
1.
0
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
1.
2
メ
ー
ト
ル
）
が
存
在
し
、
板
状
の
砂

岩
を
多
く
使
っ
た
石
の
部
屋
を
作
り
、
そ
の
上

に
大
き
な
天
井
石
が
７
枚
置
か
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
部
か
ら
は

貴
重
な
副
葬
品
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
蓋
付
き
の
容
器
で
あ
る
合
子
や
腕
輪
形
な

ど
の
石
製
品
７
点
、
翡ひ

翠す
い

製せ
い

勾ま
が

玉た
ま

や
管
玉
が
合

計
1
4
1
点
、
三

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

角
縁
神
獣
鏡
（
３
面
）
を
始

め
中
国
鏡
（
１
面
）
や
人

じ
ん
ぶ
つ
き
ん
じ
ゅ
う
も
ん
き
ょ
う

物
禽
獣
文
鏡
（
４
面
）

な
ど
を
含
め
て
11
面
、
斧
や
槍
・
剣
・
刀
・
鏃

な
ど
の
鉄
製
品
、合
わ
せ
て
計
2
1
9
点
で
す
。

　

東
之
宮
古
墳
は
昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
出
土
遺
物
は
昭
和
53
年

（
1
9
7
8
）
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
、

展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
か
ら

分
か
っ
た
こ
と

石室内部

発掘状況

天井石

発掘状況

現地説明会



　

東
之
宮
古
墳
か
ら
は
銅
鏡
が
11
面
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
銅
鏡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
文
様

が
う
つ
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
銅
鏡
に
は
神
や

獣
が
鎮
座
し
、
ま
た
別
の
銅
鏡
に
は
鳥
の
頭
を
持
つ

獣
や
人
物
が
舞
う
か
の
ご
と
く
配
さ
れ
て
お
り
、
見

る
人
を
し
ば
し
空
想
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

神
・
獣
・
人
の
饗
宴

三角縁唐草文帯三神二獣鏡（さんかくぶちからくさもんたいさんしんにじゅうきょう）

三角縁波文帯三神三獣鏡（さんかくぶちはんもんたいさんしんさんじゅうきょう）

斜縁同向式二神二獣鏡（しゃえんどうこうしきにしんにじゅうきょう）



　

人
物
禽
獣
文
鏡
は
、
濃
尾
平
野
に
築
か
れ
た
古
墳

か
ら
の
み
出
土
す
る
倭
製
の
鏡
で
す
。
鏡
の
裏
面
に

は
、
人
物
と
も
獣
と
も
つ
か
な
い
不
思
議
な
図
像
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
之
宮
古
墳
か
ら
は
11
面
の
鏡
が
出
土
し
て
い
ま

す
が
、
内
４
面
が
人
物
禽
獣
文
鏡
で
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
４
面
の
内
２
面
が
、
お
そ
ら
く
は
意
図
的
に
破わ

ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
破は

さ
い
き
ょ
う

砕
鏡
」
で
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
鏡
が
棺
外
の
壁
に
立
て
か
け

ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
唯
一
他
の
石
製
品
と
共
に

檜
製
の
木
箱
に
入
れ
て
王
と
共
に
棺
内
に
埋
葬
さ
れ

て
い
た
の
も
人
物
禽
獣
文
鏡
で
し
た
。
東
之
宮
古
墳

の
王
に
と
っ
て
、
人
物
禽
獣
文
鏡
は
ど
ん
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
か
―
不
思
議
な
図
像
た
ち
が
投
げ
か

け
て
く
る
謎
は
、
ま
だ
解
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

東
之
宮
古
墳
の
王
の

「
座
右
の
鏡
」
人

じ
ん
ぶ
つ
き
ん
じ
ゅ
う
も
ん
き
ょ
う

物
禽
獣
文
鏡

人物禽獣が描かれた文様



　

東
之
宮
神
社
は
白
山
平
山
頂
に
鎮
座
す

る
神
社
で
す
。
神
社
の
北
側
に
は
国
指
定

史
跡
で
あ
る
東
之
宮
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　

天
文
６
年
（
１
５
３
７
）
犬
山
城
主
の

織
田
与
次
郎
信
康
が
現
在
の
城
山
に
あ
っ

た
針
綱
神
社
を
遷
座
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
、
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）
ま
で
そ

の
社
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
針
綱
神
社
の
荒
魂
を
祀
る
社
と

し
て
東
之
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
丸
山
地
区
氏
子
に
よ
っ
て
大
切

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
ひ

が

し

之の

宮み

や

神じ

ん

社じ

ゃ

東
之
宮
古
墳
関
連

東
之
宮
神
社

白龍大明神　奥之院　石碑湊川神社東之宮神社　狛犬



　

犬
山
市
南
部
の
楽
田
地
区
青
塚
に
「
青
塚
古
墳
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、

犬
山
扇
状
地
に
発
達
し
た
下
位
段
丘
堆
積
層
の
西
端
部
に
位
置
し
ま
す
。
現
在
は
隣
町
で

あ
る
大
口
町
の
水
田
面
か
ら
、
お
お
よ
そ
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
り
、
ま
さ
に
段

丘
崖
に
造
ら
れ
た
巨
大
古
墳
で
す
。
西
側
か
ら
見
る
と
、
台
地
上
に
山
の
よ
う
に
大
き
な

前
方
後
円
墳
が
現
れ
、
そ
の
姿
は
と
て
も
美
し
く
感
動
的
で
す
。
青
塚
古
墳
は
、
大
縣
神

社
の
神
社
地
と
し
て
、
現
在
ま
で
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
今
日
ま
で
と
て
も
美
し
い
姿
を
留
め
て
き
た
の
で
す
。
古
墳
の
名
称
は「
青
塚
」

「
茶
臼
山
」「
王
塚
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
「
青
塚

古
墳
」
と
し
て
国
指
定
史
跡
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
塚
古
墳
は
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
に
国
指
定
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
犬

山
市
に
よ
る
史
跡
整
備
を
経
て
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
に
史
跡
公
園
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。 青

塚
古
墳
の
歴
史

青
草
そ
よ
ぐ
王
の
塚

青
あ

お

塚
つ

か

古こ

墳
ふ

ん

「 邇波里ブックレット . 001」より



青
塚
古
墳
の
謎

▲壺形埴輪

　

犬
山
市
南
部
の
楽
田
字
青
塚
に
所
在
す

る
青
塚
古
墳
は
、
墳
長
１
２
３
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
が
約
12
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
前
方

後
円
墳
で
す
。
名
古
屋
市
熱
田
区
に
あ
る

断
夫
山
古
墳
に
続
き
、
県
下
第
2
位
の
大

き
さ
で
、
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
国
指

定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
天
正
12
年

（
１
５
８
４
）、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の

際
に
は
秀
吉
陣
営
の
砦
と
し
て
も
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

青
塚
古
墳
は
円
と
長
方
形
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
前
方
後
円
墳
と
よ
ば
れ
る
形
を
し

て
お
り
、
前
方
部
に
2
段
、
後
円
部
に
3

段
の
階
段
（
段だ

ん

築ち
く

）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

築
造
当
時
、
墳
丘
全
面
は
河
原
石
で
覆
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘

の
ま
わ
り
に
は
、
窪
地
状
の
堀
（
周

し
ゅ
う

濠ご
う

）

が
あ
り
、
古
墳
の
東

側
に
は
土
橋
状
の
通

路
が
あ
り
ま
す
。
各

段
に
は
壺
形
埴
輪
が
約
2
メ
ー
ト
ル
間

隔
で
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
方
部
の
上
に
は
埋
葬
施
設

と
考
え
ら
れ
る
方
形
状
の
壇
（
方
形
壇
）

青
塚
、
美
し
き

　
古
代
ニ
ワ
の
王



青
塚
古
墳
の
守
り
人

▲山焼き ▲鏃形石製品

が
存
在
し
た
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
方
形
壇
の
周

囲
に
は
円え

ん

筒と
う

埴は

輪に
わ

が
巡

り
、
鏃や

じ
り

形
石
製
品
3
点

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
か

ら
青
塚
古
墳
は
4
世
紀

中
頃
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
眠
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
、
詳

細
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
青

塚
古
墳
の
約
3.
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
に

あ
る
尾
張
二
宮
大
縣
神
社
で
は
、
青
塚
古

墳
は
こ
の
大お

お

縣あ
が
た

神
社
の
御
祭
神
の
神
裔

大お
お
あ
ら
た
の
み
こ
と

荒
田
命
の
墳
墓
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
青
塚
古
墳
の
史
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
が

完
了
し
た
の
は
平
成
12
年
（
2
0
0
0
）
の

こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
、
青
塚
地
区
の
人
々

が
古
墳
の
山
焼
き
を
行
い
、
美
し
い
青
塚
の

景
観
を
保
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
現

在
も
「
青
塚
古
墳
を
見
守
る
会
」
の
人
々
に

よ
り
草
刈
り
な
ど
の
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
が
古
く
か
ら

守
っ
て
き
た
美
し
い
青

塚
。
い
つ
ま
で
も
大
切

に
し
た
い
宝
物
で
す
。

壺形埴輪が並ぶ青塚古墳



青
塚
古
墳
物
語

　

青
塚
古
墳
の
周
辺
に
は
、
か
つ
て
多
数
の

小
さ
な
古
墳
が
あ
り
、「
青
塚
古
墳
群
」
を

形
成
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
そ
の
多
く
は
失

わ
れ
、
青
塚
古
墳
の
南
側
に
あ
る
烏か

ら
す
づ
か塚

古
墳

と
、
西
側
の
竹
藪
内
に
あ
る
花
塚
1
号
墳
、

2
号
墳
、
3
号
墳
が
残
る
の
み
で
す
。
こ
れ

ら
の
古
墳
は
、4
世
紀
後
半
ご
ろ
の
築
造
で
、

青
塚
古
墳
は
そ
の
盟
主
墳
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
本

宮
山
の
西
側
に
あ
る
通
称
「
楽
田
山
」
に

は
、
古
墳
時
代
後
期
に
つ
く
ら
れ
た
数
多
く

の
小
さ
な
古
墳
が
点
在
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
本
宮
山
の
南
西
の
丘
陵
一
帯
に
は
、
蓮は

す

池い
け

古
墳
群
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
25

年
（
1
9
5
0
）、
昭
和
26
年
（
1
9
5
1
）

に
1
号
墳
、
2
号
墳
の
調
査
が
さ
れ
、
2
号

墳
か
ら
は
小
型
の
家
形
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

青
塚
古
墳
は
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
時
に
「
青
塚
砦
」
と
し
て
使

用
さ
れ
た
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
墳
丘
の
一
部
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
後
円
部
の
上
段
は
砦
と
し
て
の
機
能
を
優
先
さ
せ

た
た
め
、本
来
の
墳
丘
斜
面
を
削
っ
て
崖
上
の
形
状
に
し
て
い
ま
し
た
。

（
右
図
の
後
円
部
上
段
）。
現
在
は
史
跡
整
備
に
伴
い
、
本
来
の
形
に
復

元
し
、
砦
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
塚
古
墳
と
の
関
係
は
？

お
と
な
り
さ
ん
の
古
墳
達

整備前の青塚古墳（時期不明）

青塚古墳の春夏秋冬
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妙
感
寺
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東
之
宮
古
墳
が
存
在
す
る
白
山
平
の
山

麓
、
丸
山
の
一
翁
山
妙
感
寺
境
内
裏
手

に
あ
る
前
方
後
円
墳
で
す
。
墳
長
は
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
、高
さ
が
約
7.
5
メ
ー

ト
ル
で
す
。
周
囲
に
は
か
つ
て
盾
形
の
周

濠
と
外
堤
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
が
、
現
状
で
は
わ
ず
か
に
北
西
側
に

堤
の
痕
跡
が
残
る
の
み
で
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。墳
丘
で
は
土
器
・

埴
輪
な
ど
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
川
原

石
に
よ
る
葺
石
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

妙
み

ょ

う

感
か

ん

寺じ

古こ

墳
ふ

ん

妙感寺古墳遠景妙感寺古墳地籍図



上
野
古
墳
群

　

上
野
古
墳
群
は
、
旧
河
道
に
よ
り
つ
く

ら
れ
た
微
高
地
上
に
お
お
よ
そ
50
基
ほ
ど

が
存
在
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
多

く
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
上
野

古
墳
群
は
7
基
ほ
ど
が
発
掘
調
査
さ
れ
、

河
原
石
積
の
副
室
構
造
を
も
つ
横
穴
式
石

室
で
、
7
世
紀
を
中
心
と
す
る
古
墳
時
代

終
末
期
の
群
集
墳
で
す
。
多
く
の
須
恵
器

や
鉄
器
類
、
金
環
・
管
玉
や
勾
玉
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
墳
丘
規
模
や

そ
の
構
造
な
ど
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
上
野
1
号
墳
（
機
織
塚
・
雁
追
塚
）

か
ら
は
犬
山
東
部
丘
陵
に
産
す
る
凝
灰
岩

質
の
岩
を
く
り
抜
い
た
家
形
石
棺
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
内
部
に
は
人
骨
が
残
っ
て

い
た
と
の
記
録
が
残
り
ま
す
。
現
在
、
石

棺
は
犬
山
中
学
校
に
保
管
さ
れ
、
出
土
遺

物
は
青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
て
展

示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

岩
神
古
墳
は
、
上
野
古
墳
群
の
中
で
は

珍
し
く
大
き
な
岩
を
天
井
石
と
し
て
築
か

れ
た
古
墳
で
す
。
現
在
は
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
、
上
坂
町
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
大
岩
は
伊
木
山
ま
で
続
い
て
い
る
根

な
し
岩
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
信

仰
の
対
象
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
か

み

野の

古こ

墳
ふ

ん

群
ぐ

ん

岩神古墳の天井石

上野第一号墳の家形石棺 家形石棺内部の遺骨遺存状況 上野 1 号墳出土須恵器



　

犬
山
中
学
校
の
西
側
に
広
が
る
微
高
地
に
は
、
犬
山
市
域
で
も
っ
と
も
大
き
な
遺
跡
が

存
在
し
ま
す
。
標
高
40
メ
ー
ト
ル
に
立
地
す
る
上
野
遺
跡
で
す
。
遺
物
が
散
布
す
る
範
囲

は
南
北
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
東
西
が
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
縄

文
時
代
早
期
の
土
器
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
数
は
少
な
く
、
遺
跡
の
中
心
は
紀
元
前
３

～
２
世
紀
の
弥
生
時
代
中
期
か
ら
紀
元
後
３
～
４
世
紀
の
古
墳
時
代
前
期
ま
で
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
数
度
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
弥
生
時
代

中
・
後
期
に
遺
跡
が
大
き
く
展
開
し
て
い
く
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
遺
物
は
土
器
の
ほ
か
、

打
製
石
器
や
石
鏃
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
市
街
地
と
な
り
、
遺
跡
の
面

影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犬
山
最
大
の
弥
生
遺
跡 

上
野
遺
跡
の
魅
力

上
野
遺
跡
上
野
古
墳
群
関
連

上野遺跡出土遺物

上野遺跡出土品実測図（愛知県史より）　　　

鉢

石包丁

上野遺跡の周辺の風景（昭和 42 年）

上野遺跡出土遺物（昭和 42 年）



　

羽
黒
長
者
町
団
地
か
ら
北
に
赤
坂
の
信

号
を
超
え
る
と
、
台
地
面
か
ら
小
さ
な
谷

間
に
出
ま
す
。
そ
の
西
側
の
微
高
地
上
に

安
戸
の
白
山
神
社
が
見
え
て
き
ま
す
。
大

正
８
年
（
１
９
１
９
）
の
拝
殿
改
築
の
際

に
石
室
と
多
く
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
墳
丘
は
直
径
15
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円

墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
室
は
４

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
鳥
形
つ
ま
み
付
の
蓋
を
持
つ
高
杯

や
長
い
脚
を
持
つ
壺
な
ど
注
目
す
べ
き
豊

富
な
須
恵
器
類
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
二
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
ま
す

が
、
６
世
紀
前
半
期
を
中
心
に
造
ら
れ
た

古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
内
に
残
る
古

墳
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
出

土
品
を
持
つ
古
墳
と
し
て
重
要
で
す
。
遺

物
は
青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
て
展

示
公
開
中
で
す
。

須
恵
器
と
鳥
形
の

つ
ま
み
付
高
杯
が

出
土

白
は

く

山
さ

ん

神
じ

ん

社
じ

ゃ

古こ

墳
ふ

ん

白
山
神
社
の
下
に
眠
る

古
墳
が
語
る
こ
と

依り代として植えられた松 境内拝殿祭文殿



鳥形のつまみ部分拡大

白山神社古墳出土遺物 白山神社古墳出土鳥形のつまみ付高杯



壺
や
勾
玉
形
の
彫
刻
が

施
さ
れ
た
家
形
石
棺

天
て

ん

道
と

う

塚
づ

か

古こ

墳
ふ

ん

　

羽
黒
西
部
の
高
橋
地
区
に
は
、
か
つ
て
５
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
天
道
塚
古
墳
は
、
屋
根
型
の
蓋
を
持
つ
石
棺
（
家
形
石
棺
）
が
出
土
し
た

こ
と
で
有
名
で
す
。
天
道
塚
古
墳
は
、
直
径
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
消
失
し
詳
細
は
不
明
で
す
。

　

出
土
し
た
と
さ
れ
る
石
棺
の
両
側
面
に
は
壺
や
勾
玉
形
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
蓋
の
上
面

に
は
蛇
行
状
の
溝
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
彫
刻
を
持
つ
石
棺
は
非
常

に
珍
し
か
っ
た
た
め
、
一
躍
有
名
に
な
り
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
は
松
坂
屋
で
開

催
さ
れ
た
『
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
資
料
展
覽
会
』
に
出
展
、「
名
古
屋
商
品
陳

列
館
」
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
石
棺
の
上
部
は
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
羽
黒
地
域
に
お
い
て
貴
重
な
資

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
羽
黒
小
学
校
の
校
庭
に
保
存
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
か
つ
て
は
、
高
根
洞
周
辺
に
も
沢
山
の
古
墳
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

幻
の
古
墳
群
　
石
室
が
語
る
面
影

羽黒小学校校庭に保存展示される家形石棺

出土当時の家形石棺（愛知県史蹟名勝天然記念物より）

松坂屋での展覧会（愛知県史蹟名勝天然記念物より）



蓮
は

す

池
い

け

古こ

墳
ふ

ん

群
ぐ

ん

　

蓮
池
古
墳
群
は
犬
山
市
楽
田
蓮
池
に
所

在
す
る
小
古
墳
群
で
す
。
か
つ
て
は
20
基

程
度
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

現
在
は
開
墾
の
た
め
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
に
関
す
る
記
録

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
蓮
池
古
墳
群

の
横
穴
式
石
室
内
か
ら
火
葬
骨
を
収
め
た

小
型
の
家
形
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
南
山
大
学
に
よ
る
緊
急
調
査
が
行
わ

れ
、
わ
ず
か
に
蓮
池
2
号
墳
の
調
査
図
面

と
写
真
の
一
部
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
に
は
楽

田
地
区
の
踏
査
が
行
わ
れ
、
蓮
池
古
墳
群

周
辺
で
新
た
に
3
基
の
古
墳
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。 新

た
に
発
見
さ
れ
た

蓮
池
古
墳
群
周
辺
の
古
墳

かつて蓮池古墳群があった辺りの風景 新たに発見された横穴式石室

蓮池古墳出土須恵器

家形蔵骨器実測図（愛知県史　資料編 4　考古 4 より）出土遺物実測図（愛知県史　資料編 4　考古 4 より）



尾
崎
遺
跡

瀬
ノ
上
遺
跡

大
平
山
第
1
号
墳

大
平
山
第
２
号
墳

上
野
古
墳
群

東
之
宮
古
墳

東
之
宮
神
社

妙
感
寺
古
墳

白
山
神
社
古
墳

天
道
塚
古
墳
跡

青
塚
古
墳

蓮
池
古
墳
群

天
道
塚
古
墳
跡
（
石
棺
展
示
）

上
野
遺
跡

堂
ヶ
洞
古
窯

神
宮
寺
跡

勝
部
廃
寺

マ
ッ
プ
を
持
っ
て
、

文
化
遺
産
に
出
会
う
旅
に
出
発
！
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史
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建
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り
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然
景
観

お
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す
め
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城・古戦場編古墳の巻

犬山市内の遺跡年表（旧石器～鎌倉時代頃）

弥

　生

古

　墳

飛鳥

奈良

平

　安

鎌倉

縄

　文

旧石器

▶ 縄文早期の
 遺跡出現
 ( 上野遺跡 )

・ 入鹿池周辺に人の気配
・ 善師野駅の南、田口洞付近で尖頭器が見つかる

・ 上野遺跡周辺の場所に人が住み始める（上野遺跡）
・ 栗栖に人がいた痕跡あり（尾崎遺跡）

・ 入鹿池、楽田山周辺に小さな古墳がたくさん造られる
・ チャートの石を使って大平山古墳群が作られる
・ 高根洞古墳群が築かれる
・ 高橋地区にたくさん古墳が築かれる
・ 熊野神社古墳群、大畔古墳群が造られる
・ 白山神社古墳が造られる

・ 1201-1204 年頃羽黒城築かれる
・ 八曽山周辺で焼き物が盛んに
・ 地区中央部の高い場所に、集落や寺院があった（瀬ノ上遺跡）

・ 上野遺跡がもっとも栄える。古墳時代後期には、たくさんの小さな古墳が 
築かれる（上野遺跡）

・ 白山平山頂に東之宮古墳が造られる（東之宮古墳）

・ 青塚古墳が築かれる

・ 妙感寺古墳が築かれる

・ 神宮寺、勝部廃寺が築かれる

・ 堂ケ洞古窯で焼き物生産

・ 田口洞付近で焼き物が盛んに（田口洞古窯群）

・ 535 年政府の直轄地、「入鹿屯倉」が尾張に設置される

▶ 東之宮古墳築造
▶ 青塚古墳築造

▶ 入鹿屯倉設置

▶ 尾張八郡の時代　
 犬山は丹羽郡と
 呼ばれていた
▶ この頃小弓荘成立
▶ 東部丘陵で焼
 き物の生産が
 始まる

▶ 「犬山」の地
 名が定着

▶ 二ノ宮銅鐸

▶ 上野遺跡繁栄

▶ 犬山市内で
 群集墳造営

▶ 勝部廃寺

1,000 

800 

600 

800 

400 

15,000

500 

700 

400 

0 

900 

1,200 

BC 

AD 

たびにオススメの資料

犬山たび   「古墳の巻」



「犬山文化遺産ナビとは」

犬山市は愛知県の北西部にある豊かな自然や多くの文化遺産が残る地域で

す。犬山文化遺産ナビでは、犬山の魅力がわかるモデルコースや、見どこ

ろスポットをお伝えします。また、犬山市に伝わる物語もアニメでお楽し

みいただけます。

文化遺産を訪れて、カードを集めよう！

文化遺産カード

スマートフォンで文化遺産や史跡めぐり

犬山たび

犬山の最新情報をHPでチェック！

犬山文化遺産ナビ

文化遺産ナビとは、スマートフォンで使用でき
る犬山の文化遺産ナビシステムアプリです。
どこにどんな文化遺産があるのか、またどんな
方法で訪れればいいのか、簡単に調べる事がで
きます。

リストモード マップモード

文化遺産カードの楽しみかた

犬山城下町について
『犬山城下町マップ』犬山城下町の詳細マップ。犬山祭を見学する際は、携帯していると便利です。犬山観光案内所などで配布。

文化遺産カードについて：文中に、herica マークがついているものは、「文化遺産カード」がある文化遺産です。文化遺産を訪れてカードをたくさん集めましょう！
・「東之宮古墳」「青塚古墳」．．．配布場所：青塚古墳ガイダンス施設　　※詳細は下記をご参照ください。
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